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１
　
Ｊ
Ｒ
日
高
線
に
か
か
る
取
組
等

に
つ
い
て

　

９
月
24
日
の
会
議
で
は
、
仮
に
バ
ス

転
換
と
な
っ
た
場
合
の
運
行
体
系
、
利

便
性
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
支
援
策
な
ど
を

し
っ
か
り
検
証
し
な
が
ら
交
通
モ
ー
ド

の
判
断
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
ベ
タ
ー

で
あ
る
と
の
共
通
認
識
の
も
と
、
管
内

と
し
て
と
り
ま
と
め
た
広
域
交
通
案
に

対
す
る
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
し
て
の
基
本

姿
勢
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
綿
貫

常
務
も
出
席
さ
れ
た
上
で
確
認
し
て
い

ま
す
。

　

広
域
交
通
の
路
線
案
は
、「
長
距
離

路
線
」
、
「
中
・
短
距
離
路
線
」
が
あ
り
、

便
利
で
効
率
的
な
ダ
イ
ヤ
編
成
、
路
線

結
節
場
所
の
整
備
、
苫
小
牧
な
ど
都
市

部
へ
の
速
達
性
、
利
便
性
の
向
上
な
ど

の
交
通
体
系
と
解
決
す
べ
き
課
題
に
つ

い
て
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
し
て
後
退
す
る

こ
と
な
く
、
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い

く
と
の
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

利
便
性
の
高
い
、
新
た
な
広
域
交
通
体

系
づ
く
り
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
の
こ
と
か
ら
、
３
案
の
交
通
モ
ー
ド
、

「
全
線
鉄
道
復
旧
」、「
鉄
道
プ
ラ
ス
バ

ス
」
、
「
全
線
バ
ス
」
の
絞
り
込
み
に
つ

い
て
、
結
論
を
導
き
出
す
た
め
の
議
論

を
進
め
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
日
高
線
の
置
か
れ
て
い
る
状
況

や
早
期
な
交
通
体
系
を
図
る
上
で
、
私

を
含
め
、
全
体
と
し
て
全
線
バ
ス
の
意

見
が
多
か
っ
た
も
の
の
議
論
の
中
で
一

本
化
が
図
れ
な
か
っ
た
た
め
、
多
数
決

を
取
り
入
れ
全
線
バ
ス
と
い
う
町
長
会

議
と
し
て
一
定
の
方
針
を
出
し
、
こ
の

方
針
を
各
町
に
持
ち
帰
り
、
議
会
と
調

整
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
11
月
12
日
の
会
議
で
は
、
各

町
の
議
会
で
の
調
整
結
果
を
踏
ま
え
議

論
を
重
ね
た
と
こ
ろ
、
９
月
24
日
の
会

議
と
同
様
に
全
線
バ
ス
が
多
か
っ
た
も

の
の
、
一
貫
し
て
全
線
鉄
道
復
旧
を
主

張
す
る
町
が
あ
り
議
論
の
中
で
一
本
化

が
進
ま
ず
、
早
期
に
広
域
交
通
体
系
の

構
築
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
、
こ
れ

以
上
の
先
送
り
は
避
け
る
べ
き
と
の
意

見
が
多
数
を
占
め
た
中
、
最
終
的
に
多

数
決
に
よ
り
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

決
定
さ
れ
た
方
針
は
、
「
本
日
、
日

高
町
村
会
と
し
て
、
日
高
線
沿
線
の
代

替
と
な
る
バ
ス
路
線
に
つ
い
て
、
今
後
、

Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
個
別
協
議
を
正
式
に
行

う
こ
と
を
確
認
し
た
。
更
に
、
日
高
町

村
会
は
、
今
後
、
支
援
内
容
な
ど
の
協

議
を
進
め
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
の
最
終
的

な
合
意
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
ま
い

る
。」
と
し
た
も
の
で
す
。

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
の
主
な
協
議
事
項

は
、
広
域
地
域
交
通
の
確
保
・
充
実
を

図
る
た
め
、
長
距
離
路
線
及
び
中
・
短

距
離
路
線
へ
の
支
援
や
交
通
結
節
点
の

整
備
及
び
維
持
管
理
の
ほ
か
、
鉄
道
用

地
を
活
用
し
て
行
う
地
域
振
興
の
た
め

の
整
備
費
用
の
一
部
補
填
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
の
最
終
合
意

に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
２
年
３
月
を

目
途
と
し
協
議
を
進
め
る
こ
と
を
確
認

し
て
お
り
、
協
議
が
整
っ
た
同
月
、
覚
書
、

廃
止
同
意
書
に
署
名
、
そ
の
１
年
後
に

鉄
道
事
業
の
廃
止
、
新
た
な
広
域
公
共

交
通
の
ス
タ
ー
ト
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
現
実
的
に
Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
の

最
終
合
意
は
、
抱
え
る
課
題
も
多
い
た

め
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に
厳
し
い
面
も
あ

り
ま
す
が
、
早
期
な
広
域
公
共
交
通
の

構
築
に
向
け
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
の
協
議

を
鋭
意
進
め
て
い
き
ま
す
。

２
　
丸
森
町
被
災
地
派
遣
に
つ
い
て

　

10
月
12
日
か
ら
13
日
に
か
け
て
記
録
的

な
大
雨
に
よ
る
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風

19
号
に
お
い
て
、
総
務
省
で
は
、
被
災
地

で
あ
る
宮
城
県
丸
森
町
か
ら
の
職
員
派
遣

応
援
要
請
を
受
け
、
大
規
模
災
害
発
生
時

に
被
災
市
町
村
へ
応
援
職
員
を
派
遣
す
る

『
被
災
市
区
町
村
応
援
職
員
確
保
シ
ス
テ

ム
』
を
活
用
し
、
北
海
道
を
支
援
団
体
と

し
て
指
定
し
ま
し
た
。

議　会
-第４回定例会 -

町
長
行
政
報
告

　

北
海
道
で
は
、
被
災
直
後
の
10
月
15

日
か
ら
現
地
入
り
し
、
各
種
情
報
収
集
、

罹
災
証
明
書
の
発
行
、
避
難
所
の
運
営

業
務
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
道
内
市
町

村
に
対
し
、
被
災
証
明
書
、
罹
災
証
明

書
の
発
行
業
務
な
ど
を
担
う
職
員
派
遣

要
請
依
頼
の
呼
び
か
け
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
町
は
、
１
名
の
職
員
を
派
遣
す

る
決
定
を
し
、
11
月
７
日
か
ら
12
日
ま

で
の
間
、
現
地
活
動
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
宮
城
県
内
に
お
け
る

応
援
体
制
が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、
北
海

道
か
ら
派
遣
に
つ
い
て
は
中
止
す
る
旨

の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
連
絡
が
入
っ
た
の
が
出
発

前
日
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
現
地

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
視
察
を
兼
ね
て
日

数
を
短
縮
し
、
派
遣
し
ま
し
た
。

　

丸
森
町
で
は
、
今
回
の
台
風
19
号
で

総
雨
量
６
０
０
ミ
リ
を
超
え
、
町
内
を

横
断
す
る
阿
武
隈
川
へ
と
流
れ
る
支
流

の
堤
防
決
壊
が
数
か
所
発
生
し
、
死
者

10
名
、
行
方
不
明
者
１
名
、
負
傷
者
２

名
の
人
的
被
害
と
全
半
壊
家
屋
９
２
６

戸
、
床
上
浸
水
５
１
６
戸
に
及
ぶ
な
ど

甚
大
な
被
害
を
受
け
て
お
り
、
派
遣
職

員
か
ら
は
、
発
災
か
ら
ひ
と
月
近
く
経

過
し
た
中
で
、
決
壊
し
た
道
路
、
倒
壊

家
屋
、
泥
ま
み
れ
の
家
、
う
ず
た
か
く

積
み
上
げ
ら
れ
た
被
災
ゴ
ミ
な
ど
、
惨

憺
た
る
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
、「
復

旧
に
は
相
当
な
時
間
を
要
す
る
と
思
わ

れ
る
」
と
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で

の
活
動
に
つ
い
て
は
、
実
際
の
運
営
に

携
わ
る
こ
と
が
で
き
、『
被
災
住
民
か

ら
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
』、『
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
来
訪
さ
れ
る
方
々
へ
の

対
応
』
、
『
刻
々
と
変
化
す
る
状
況
の
中

で
の
臨
機
応
変
で
柔
軟
な
対
応
』
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
ん
で
き
た
よ
う

で
す
が
、
何
よ
り
も
『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
の
マ
ン
パ
ワ
ー
の
重
要
性
、
必

要
性
』
を
肌
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。

３
　
町
有
牧
野
に
お
け
る
ヨ
ー
ネ
病

の
発
生
と
清
浄
化
対
策
に
つ
い
て

　

５
年
に
一
度
の
法
定
伝
染
病
ヨ
ー
ネ

病
の
一
斉
検
査
が
行
わ
れ
、
町
有
牧
野

で
９
月
26
日
の
検
査
の
結
果
、
第
２
牛

舎
で
飼
養
し
て
い
た
７
歳
の
繁
殖
牛

１
頭
が
抗
体
陽
性
牛
で
あ
る
こ
と
が
判

明
、
そ
の
後
の
ヨ
ー
ネ
病
確
定
診
断
で

10
月
２
日
に
ヨ
ー
ネ
病
患
畜
で
あ
る
こ

と
が
確
定
し
、
同
日
付
け
で
北
海
道
知

事
の
殺
処
分
命
令
に
よ
り
、
翌
日
に
対

象
牛
を
殺
処
分
し
ま
し
た
。

　

法
定
伝
染
病
の
ヨ
ー
ネ
病
は
、
発
症

す
る
と
慢
性
の
頑
固
な
下
痢
を
繰
り
返

し
、
完
治
す
る
こ
と
が
な
く
、
予
防
法

も
治
療
法
も
確
立
し
て
い
な
い
状
況

で
、
哺
乳
期
に
ヨ
ー
ネ
菌
に
汚
染
さ
せ

た
乳
や
餌
、
水
、
牧
草
な
ど
を
子
牛
が

食
べ
て
感
染
し
、
６
ヶ
月
か
ら
数
年
と

い
う
長
い
潜
伏
期
間
を
経
て
、
持
続
性

の
下
痢
な
ど
栄
養
状
態
の
悪
化
と
と
も

に
、
や
が
て
は
死
に
至
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

牛
の
ヨ
ー
ネ
病
は
道
内
で
も
年
間
約

５
０
０
～
１
０
０
０
頭
、
日
高
管
内
で

も
今
年
だ
け
で
も
約
２
百
数
十
頭
が
発

見
さ
れ
る
な
ど
、
法
定
伝
染
病
の
中
で

も
最
も
発
生
が
多
く
、
生
産
者
に
与
え

る
経
済
的
な
被
害
も
甚
大
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

本
発
生
を
受
け
、
町
有
牧
野
の
基
地

牛
舎
施
設
、
全
て
が
発
生
農
場
と
指
定

さ
れ
、
防
疫
対
象
と
な
り
、
町
有
牛
は

対
象
牛
と
飼
養
さ
れ
て
い
た
同
居
牛

と
、
肥
育
牛
以
外
の
６
ヶ
月
齢
以
上
の

繁
殖
牛
や
育
成
中
の
雌
牛
全
頭
が
３
年

間
の
同
居
牛
検
査
に
該
当
し
、
今
後
、

血
液
の
抗
体
検
査
、
糞
便
の
培
養
検
査

な
ど
を
３
ヶ
月
後
、
６
ヶ
月
後
、
１
年

後
、
２
年
後
、
３
年
後
と
繰
り
返
し
、

全
て
の
検
査
で
陰
性
で
あ
れ
ば
、
最
短

で
３
年
で
清
浄
化
が
認
め
ら
れ
防
疫
対

象
か
ら
外
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ヨ
ー
ネ
病
は
法
定
伝
染
病
で
あ
る
こ

と
か
ら
清
浄
化
ま
で
の
検
査
に
係
る
費

用
や
淘
汰
し
た
患
畜
の
補
償
な
ど
に
つ

い
て
は
北
海
道
が
負
担
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
発
生
牛
舎
に
は
、
外
傷
、

疾
病
な
ど
で
療
養
の
た
め
、
夏
期
放
牧

預
託
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
７
頭
を
収
容

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
町
有
牛
と
同
様
、

同
居
牛
検
査
の
対
象
と
さ
れ
移
動
自
粛

制
限
に
該
当
し
、
３
ヶ
月
間
隔
で
２
回

の
検
査
が
陰
性
で
な
け
れ
ば
預
託
農
家

へ
の
移
動
が
で
き
な
い
状
況
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
町
有
牧
野
放
牧
地
で
お
預
か

り
し
て
い
る
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
、
黒
毛

和
種
に
つ
い
て
は
、
発
生
農
場
で
あ
る

町
有
牛
と
飼
養
管
理
が
隔
離
さ
れ
て
い

る
た
め
、
同
居
牛
検
査
の
対
象
外
と
判

断
さ
れ
た
の
で
、
11
月
11
日
ま
で
に
、

全
頭
退
牧
し
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
生
産
者
の
皆
さ
ま
の

牧
野
利
用
に
で
き
る
だ
け
支
障
が
無
い

よ
う
、
指
導
機
関
の
北
海
道
日
高
家
畜

　12 月 10 日に招集された第４回定例町議会は、12 月 13 日、全日程を終えて閉会しました。

　今定例会では、鳴海町長、山本教育長の行政報告のほか、令和元年度の補正予算などが審議されました。

　町長と教育長の行政報告の概要についてお知らせします。

ＪＲ日高線について全線バス転換
に向けて協議が進められます

決壊した道路 積み上げられた被災ゴミ


